
主な財政指数 

財政に関しては、自主財源が増加するなど、指標を見ても健全であると言えます。しかし、市債残高は

減少したものの、ここ１０年の最低値からは増加していますし、今後の高齢化による社会保障費の増加

を考えると楽観視はできません。市民ニーズは多様化していますので、事業の見直しは常に言っていま

すが、効率化だけでなく止めて別に回す選択肢をもっと一般的にしたいと考えています。 

令和４年度決算を認定！ 

 

ついに阪神タイガースがセリーグ優勝しましたね！優勝の瞬間は家族で大喜

び！（なお、執筆時点で日本一は決まっていません。）道頓堀の風景がテレビで

よく流れましたが、それを見て娘が一言。「このグリコを見てみたい！」 

ただの橋から見える看板なんだけど…と思いつつも、「よし！行こう！」 

俳優の大泉洋さんが言っていました。「どんなに疲れていても、娘との遊びには

全力で付き合う。いつまで遊んでくれるかわからないから。」と。 

いつまで遊んでくれるかな…？それまでは全力を尽くします！（笑） 

市長に予算要望書を提出 

（令和５年１０月２４日） 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（千円） 

1981年 4月 4日生まれ 平成 22年より現職・４期目 白陵中学・高校 

関西学院大学法学部卒、神戸大学大学院 博士課程前期修了（政治学修士） 

尊敬する人物は後藤田正晴・三木武吉・土方歳三・島田叡 

加古川町木村在住。 

公式ＬＩＮＥはじめました！ 
 

新しいツールとして、公式 LINEを始めました。 

活動や市政情報のお知らせもできますが、LINEを通して 

相談も受けられる点がメリットだと思っています。 

右の QRコードから、ぜひ友達登録をお願いします！ 

E-MAIL：info@ryotanakamura.com  

HP：http://ryotanakamura.com/  

市債残高（市の借金）の推移 

公式ＬＩＮＥ ＱＲコード 

審査のポイント 

・財政力は低下 

・市債残高は減少 

・実質公債費比率は低下 

（18%以上で大臣の許可・25%

以上で発行が制限される） 

・財政は依然硬直化傾向。 

→R4はコロナ交付金で低下。 

・実質単年度収支は黒字 

・他、健全化判断比率は問題なし 

主な提言項目 

・体育館へのエアコン設置 

・NEXTGIGAスクールの推進 

・学校図書館への学校司書配置 

・教職員の負担軽減のための人員配置 

・地域にある公園の遊具更新 

・町内会への委託業務の見直し 

・市民トイレの改修・管理一元化 

・不登校や引きこもりの支援 

・市街化調整区域について県と協議すること 

・開発指導及びカミソリ地対策の徹底 

・「音楽のまち」など文化活動支援 

・遊休資産の売却等適正管理と有効活用 

・駅から川へウォーカブルなまちづくり 

・加古川駅南口の開発強化 

加古川市議会議員 
り ょ う た 

リョータ ジャーナル 
なかむら亮太後援会 

な か む ら 亮 太
リ ョ ー タ が ゆ く ！ と も に 成 長 ・ 子 育 て 日 記 
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重 要 政 策 提 言 を 市 長 へ 提 出 し ま し た 

 

変える勇気と守る責任 

～次世代に誇れる加古川を～ 

R３年度 R４年度 R５年度

一般会計 78,887,213 83,420,488 79,835,592

特別会計 16,458,658 17,663,391 17,616,080

合　　　計 95,345,871 101,083,879 97,451,672

R３年度 R４年度 R５年度

財政力指数 0.912 0.892 0.877

経常収支比率(%) 93.8 88.1 93.0

実質公債費比率(%) 2.0 1.8 1.8

mailto:info@ryotanakamura.com


１：学校図書館の充実と予算配分 
 

２：市職員の兼業許可基準の整備と公表について 
 

問題意識 

学校図書館に学校司書いないため開館時間が限定的にな

り、読書環境が整っていない。 

また、職員への負担も大きく、蔵書の整理や補修、特設コー

ナーの設置などは図書ボランティア頼みとなっている。児童

の読書環境はこのままで良いのか？ 

 

質問の背景：司書の不配置 

これからの教育に図書館との連

携は必要と国も言っており、お金

も配分されている。 

しかし、加古川市は学校司書の

配置をしていない。 

学校司書配置のための地方交付税（国からのお金） 

近隣市の学校司書の配置状況 

質問の背景・内容 

市職員が地域や他団体で活躍することで、個人だけでなく組

織としてサービス向上が見込まれる。地域社会も活性化する

ため、総務省から令和２年に通知が出ている。 

ただ基準が整備・公表されていないため職員も相談しにくい

状況である。国の通知に対応するためにも、許可基準の整備

と公表をすべきでは？ 

答弁 

多様な働き方が推奨されるな

か、地域との繋がりやそこから市

民目線でのサービス向上にも繋

がると考える。 

許可基準の制定を進めるととも

に、公表もしていく。 

令和５年１１月２日～１２月４日まで：パブリックコメント実施 

令和６年２月：加古川市空家等対策審議会に計画を上程 

令和６年３月：加古川市マンション管理適正化推進計画の計画開始 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

姫路市 平成２７年度に全校配置 

明石市 平成２９年度に全校配置 

神戸市 令和５年度に全校配置 

高砂市 令和４年度から４名採用（継続） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
国の予算（年） 加古川市への配分（地方交付税・年） 

学校司書費 ２４３億円 
４５４１万６０００円 

（小学校３２１４万４千円・中学校１３２７万２千円） 

図書整備費 １９９億円 
３５７４万５０００円 

（小学校２１６１万１千円・中学校１４１３万４千円） 

新聞費 ３８億円 
４７２万５０００円 

（小学校１８５万８千円・中学校２８６万７千円） 

国からの予算が付き、近隣市ではほぼ配備が完了している！ 
しかし加古川では未だ０。早急に配置を進めるべき！ 

Ｑ１：国からの交付税の使い道は？ 

中村の考え 

予算配分の面で調整がいることは理解するが、現

状として学校図書館のサービスが行き届いていな

いことを考えると、早期にすべき！ 

むしろ、ギガスクールなど環境を整備しているの

に、授業に役立てるべき図書館の環境が整ってい

ないと意味がない！ 

Ａ：（教育委員会）中学生の読書時間も全国平均

以下であり、教員の負担軽減のためにも配置が

必要。 

 

 

Ｑ２：みらい学園への配置のねらいは？ 

Ａ：（財政課）地方交付税の使い方は自治体の自

由である。 

 

Ｑ３：パイロット校の設置は？ 

Ａ：両荘みらい学園は、小中一貫校として小・中学

生が利用できる。そこに常駐させることで、生徒た

ちの読書環境の整備をし、授業にも活用していこ

うと考えている。 

読書の好きな生徒数や読書時間、また来館者数

などを確認していきたい。 

 

Ａ：試験的に配置をするパイロット校は、効果検証

に効果的と考える。パイロット校の設置も含めて

考えていく。  

 

 

周りでは、配置が済んで

いる市も多いんだな…。 

再質問①：みらい学園だけの検証で足りるか？ 

Ａ：いわれる通り特殊であり、そのまま当ては

めはできない。司書常駐のみらい学園とでは差

が出てくるのではないかと考える。 

 

 

みらい学園は中高一貫・学校司書は常駐という

点で特殊な環境だと考える。 

検証結果をそのまま他校区にもっていくことは難

しいため、別途パイロット校を定めて検証すべき

ではないか？ 

 

再質問②：パイロット校を早めにすべきでは？ 

市長：中村議員の理論も理解している。パイロット

校については、次年度の教育予算の議論の中で

ぜひ議論をしたいと思う。 

現状として学校司書の配置は０人なのは事実だ

が、限られた予算のなか、教育予算については他

の部分で充実させていることもあるので、そのあ

たりはご理解いただきたい。 

 

 

私の一般質問から市の計画が動き出しました！ 

「加古川市マンション管理適正化推進計画」の策定へ！ 


